

























































　　（2）調査対象：20 歳～ 69 歳の男女個人
　　（3）抽出方法：エリアサンプリングによる無作為抽出法
　　（4）回答者数：1,049 人（地点数は 100 地点）
　　（5）調査方法：相見積りにより選定した調査会社の調査員による訪問面接法






































































































　文化庁文化部国語課が平成 23 年（2011 年）2 月～ 3 月に全国の 16 歳以上の男女



















































20代 30代 40代 50代 60代
図 1-2　「早（はや）っ！」の使用者率




























































































































































20代 30代 40代 50代 60代
図 2-2　「いいっすよ」の使用者率
　女性よりも男性で使用者率が高いという傾向は、いずれの年齢層においても認めら
れる安定した傾向である。使用者率が高い 20 代でも、男性が約 9 割であるのに対し
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貫して上昇する。もっとも、20 代であっても使用者率は 2 割に達しない状況である。
最近普及が始まったばかりという状況であり、今後の動向が注目される。
　回答者を男女に分けた場合、若年層に向けての使用者率の上昇傾向は男性において
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『平成 23 年度　国語に関する世論調査』（調査は 2012 年）によると、この表現を言う
ことがあると回答した人は「関東」で 45% である。「全国」の数値は 49% であるが、
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―――――――――― （2012）『平成 23 年度　国語に関する世論調査　日本人の言語生活』ぎょうせい
（おざき　よしみつ／本学教授）
キーワード＝低文体、共通語、普及と定着、東京都、多人数調査
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